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なぜ大阪市生野区なのか　私たちの取り組む課題

就学援助率：公立の小中学校に通う子どものうち、経済的に困窮してい
る家庭に学用品などを補助する就学援助制度の支給対象となっている子
どもの割合のこと。

生野区の就学援助率は全国平均の 2 倍以上で、経
済的に困難を抱える家庭が多くなっています。

順位 市区町村 外国籍住民比率（％）

1 北海道占冠村 22.69

2 大阪市生野区 21.78
3 群馬県大泉町 18.11

4 北海道赤井川村 12.68

5 東京都新宿区 12.40

6 大阪市浪速区 12.39

7 横浜市中区 10.85

8 名古屋市中区 10.71

9 北海道留寿都村 10.15

10 東京都豊島区 10.10

生野区民の 5 人に 1 人が外国籍住民で、その
比率は全国の都市部で第１位。
66 か国の国・地域の人々が暮らしています。

みずほ総合研究所「大都市圏を中心に増加する外国人」（2018 年 7 月 25 日）
https://www.mizuho-ri.co.jp/publication/research/pdf/insight/pl180725.pdf 
より作成。

! !

 

クロスベイスの活動は大阪市生野区という「地域」に限定しています。「地域」を深堀することで、グローバル

世界と硬い国家が生み出す「均質性」から抜け出て、手触り感のある「多様性」に溢れる地域コミュニティをつ

くることができないか、と考えるからです。2019 年度も「地域」にこだわりながら活動に取り組みました。

 

今年度事業の特徴は、学習支援活動の参加者数の増大、体験活動（DO/CO）の工夫に基づく継続実施、まちづ

くり活動の新展開という点にあります。学習サポート教室の拠点が 2 教室に増え、8 か国にルーツをもつ子ども

たちが参加するようになりました。「イベント型」「知識型」「探求型」に創意工夫した体験活動に挑戦しました。

また生野区における多文化共生のまちづくりプラットホームである「IKUNO ・多文化ふらっと」の発足と活動

に事務局として積極的に参加しました。

 

こうした活動の成果を踏まえて、来年度は外国ルーツの子どもの日本語教室の拡充と、「当事者」の子どもの主

体性の尊重という活動原点をより大切にした取り組みをおこなっていきます。

「地域」にこだわる

子どもの貧困 多国籍・多民族化

文部科学省「就学援助実施状況等調査結果」（2019 年 3 月）などをもとに作成。
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私たちの想いと活動の柱

差別は、人をおとしめ、可能性を奪う。
貧困は、人をへだて、可能性を消す。

じゃあ、差別と貧困のない社会をつくるのはどうだろう。
互いのちがいを認め、可能性を信じ続け、ともに生きる社会を。

差別と貧困をなくし、ともに生きる社会をつくる。

人と人の豊かな関係性が生み出す力―「つながり」が

子どもの生き抜く力を育み、

ひいては貧困や差別のない社会の土台を作っていきます。

そのためには、多様な人々が互いに交差（クロス）することが不可欠です。

私たちは子どもが「広い世界、異なる他者、未知なる自分」を発見する土壌（ベイス）を耕すために、

3 つの活動の柱が大切だと考えます。

親の経済力や多文化など家庭環境のちがいが教
育格差につながらないよう、学習支援の機会を
提供し、さまざまな人との出会いや学びの体験
の場をつくります。

学びと経験

居場所

まちづくり

子どもの学習支援と体験学習の実施

安心・寛容な「居場所」づくり

活力ある寛容な地域まちづくり

家庭や学校以外にも安心していられる場や相
談できる人がいることは、子どもの成長にとっ
て大切なことです。自分と他者を認め、他者
から認められる居場所を提供します。

「差別と貧困」を許さず、そこにいれば自然と
子どもが育つ地域文化の醸成に寄与します。
官民協働により「ともに生きる」子育て・教育
の社会的仕組みづくりをめざします。

p.4~5

p.6
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学習支援事業

小中学生を対象に、学力を伸ばすこと、学習意欲
を伸ばすこと、安心・寛容な居場所となることを

めざします。

受講生は、2019 年度末には 40 名に増えました。不登校の子ども、８カ国（日本、韓国・朝鮮、中国、タイ、ベトナム、スリランカ、
ネパール、フィリピン）のルーツの子どもなど、多様な背景を持つ子どもたちが集い学習する居場所となりました。行政・学
校からの相談から DO-YA の参加に繋がったケースも複数件あり、クロスベイスが地域に認知・評価されつつあります。12 月
には DO-YA 教室の新拠点である小路教室が開設され、また小学 6 年生対象の中学校準備講座「DO-YA プレ」を新規開設しました。
2020 年度は、保護者との面談や講師ミーティングなど、受講生と保護者のニーズに寄り添いサポートする体制を強化すると
ともに、地域でのニーズの高まりが著しい、ニューカマーの子どもたちの日本語学習支援をさらに充実させていきます。

クロスベイスには様々な理由で DO-YA に来て勉強してい
る子どもたちがいます。受講生との授業や雑談を通して、
様々な悩みごとに触れることがあります。その悩みごと
に寄り添いながら、子どもたちの想いを尊重し、一緒に
目標に向かって頑張っていける時間になれるよう心がけ
ています。たまには休みながら、自分のペースで �ぼち
ぼち� やっていきましょう。

竹尾尚哉（たけお・なおや）
関西学院大学大学院 人間福祉研究科 博士前期課程

1 回あたりの授業時間は短いですが、その中で勉強だけ
でなく、最近嬉しかったことや楽しかったこと、辛かっ
たことなどを話すことも大切にしていきたいと思います。
また来週も来たい！と思ってもらえるような明るい雰囲
気づくりをしていきますのでよろしくお願い致します。

中崎京香（なかざき・きょうか）
大阪大学外国語学部　英語専攻

実施日数
118 日

（毎週月・水・木曜日）

講師紹介

Summary
2019 年度のまとめ

学習サポート教室 DO-YA

受益者数
43 名

（継続参加者のみ）

ルーツ
8 つの国・地域

講師
11 名

小路教室を開講
2 教室を運営

VOICE
受講生の声

初めて日本に来たときは、学校の授業も日本語が全くわからず、
いつも寝ていました。クロスベイスに来て、日本語で学校の教
科を勉強することができたので、今は学校の授業もわかります。
勉強だけじゃなくて、体験活動にも参加できます。大学にみん
なで行ったのがとても楽しかった。
授業の時間は 2 時間でもいいくらいだと思います！

中学 3 年生
ベトナムルーツ

学校で習ったことをしっかり復習できる場所です。クロスベイ
スに来てからは、勉強時間が増えました。
月に 1 回、同じ時間に来ている他の人や、講師の人たちと、み
んなでテーマを決めて話す時間が楽しい。自分の話を聞いても
らえるのが嬉しいし、他の人の過ごし方を知ることができて面
白い。

中学 3 年生
ネパールルーツ

ど ぉ や

（2019 年度生野区持続可能なまちづくり活動認定事業）

体験活動事業

多様な人と学びの体験活動を通じて
「広い世界、異なる他者、未知なる自分」を

発見する機会をつくります。

今年度は、体験活動の企画を目的に応じてイベント型・知識型・探究型の 3 つのカテゴリに分類して実施しました。イベン
ト型では、大学キャンパスツアーや夏のキャンプなどに多くの小・中学生が参加し、楽しみと同時に学びを取り入れた企画を
実施することができました。一方で探究型の活動では、子どもが主体的に参加し学ぶことのできる企画づくりを目指しました
が、子どものニーズに合致する企画となっているかどうか、また「主体的な参加」とは何かを、より考える 1 年となりました。
来年度の体験活動では、大学生などの若者の参加を促す仕組みづくりなどを通じて、子どものニーズを丁寧に拾いつつ、体験
を通したより良い学びのあり方を模索していきます。

参加人数
156 人

夏の子どもキャンプ 19 
2 日目の朝、みんなで詩集を読む

猪飼野ナビゲーターになろう！実践編
地域の子どもが、「猪飼野ナビゲーター」として自分たち
のまちを紹介するフィールドワーク。箕面市の子どもを
ゲストに迎えました。

2019 年度の体験活動
  5 月 25 日 猪飼野せんべいを販売してみよう！

  6 月 23 日 学校では教えてくれない、生きるための労働法

  7 月 29 日 ~30 日 クロスベイス 夏のこどもキャンプ 19
 星の里いわふね（大阪府交野市 私市）

  8 月 11 日 学校では絶対に教えてくれないお金のこと

  8 月 18 日 ロート製薬の研究員になって
オリジナルハンドクリームを作ろう！

  9 月 15 日 猪飼野ナビゲーターになろう！学習編

  10 月 27 日 猪飼野ナビゲーターになろう！実践編

  11 月 3 日 大学キャンパスツアー　学園祭に行ってみよう！
近畿大学東大阪キャンパス

 12 月 15 日 声と言葉で自由に表現！①

 2 月 29 日 声と言葉で自由に表現②　「詩人散歩」してみよう！

 4 月 5 日 京都アメリカ大学コンソーシアム共催　英語カフェ（中止）

大学は大きい、かっこいい、自由

です。勉強を頑張って、弁護士に

なりたいと思います。

中国ルーツの中学生

－大学キャンパスツアー

自分が思ったことをそのままあらわ
していいんだな、と思った。ほかの
人に、思ったことを言えて、これか
らも言えたらいいな。

小学 6 年生
　－こえとことばで自由に表現！

いろんな友達ができて、遊んだりで

きて、とっても楽しい夏休みになれ

た。自分もボランティアをしてみた

いと思った。
小学 6 年生　

－クロスベイス 夏のキャンプ 19

自分が思ったことをそのままあらわ

体験活動 DO/CO

実施回数
10 回

Summary
2019 年度のまとめ

大学キャンパスツアー 
近畿大学に集まった小中学生と大学生ボランティア。
学園祭を満喫しました。

VOICE
参加者の感想

いろんな友達ができて、遊んだりで

ど　こ

（2019 年度生野区持続可能なまちづくり活動認定事業）
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地域まちづくり事業

大阪市生野区における多文化共生のまちづくりに向けて、市民主導のプラットホームの正式発足に寄与できました。次年度は
地域の学校再編にともなう跡地活用を視野に入れて、「拠点づくり」を目指します。この事業は、2020 年度から 3 年間の休眠
預金等の活用による「外国ルーツ青少年未来創造事業」（公益財団法人日本国際交流センター）の助成対象事業に決定されま
した。また大阪生野コリアタウンの事務局業務やフィールドワーク等の講師派遣についても継続して役割を担っていきます。

大阪市生野区における人権尊重を基調とした多文化共生のま
ちづくりを目指した市民主導のプラットホーム。2019 年 6 月
に正式発足し事務局を担当。シンポジウム（2 回）とセミナー

（1 回）を開催、「調査・提言」活動としてインタビュー調査等
に参加しました。

その他の事業 貸しスペース＆ギャラリーの貸室業務を行いました。
また各ネットワーク・実行員会に加盟・参加することで活動の幅を拡げています。

「南北コリアと日本のともだち展」大阪実行員会への参加など

生野区ボランティア・市民活動センターへの参加（運営委員）

貸しスペース＆ギャラリーの貸し利用

発足シンポジウム
「大阪市生野区  市民主役で

多文化共生のまちづくりに挑戦する！」
日時：2019 年 6 月 30 日
場所：大阪市立御幸森小学校講堂
参加：150 名

生野区 NPO 連絡会への参加（運営委員）など

事務局業務（委託）
時間：毎週月曜日・水曜日・金曜日
　　　10：00 ～ 16：00
内容：ホームページの管理運営、
　　　電話対応、会議資料の準備、
　　　会報の作成・配布など

2019 年度実績：49 団体（学校・社会団体等）

年間 200 万人の買い物客や観光客が訪れる大阪有数の集客力
を誇る個性的な商店街。商店街の一層の活性化と多文化共生
のまちづくりに寄与します。

大学生、中学生、大人などを対象に、大阪生野コリタウンを舞
台にした歴史教育・多文化共生教育のためのフィールドワーク
などの講師を担い、多様で寛容な地域まちづくりに貢献します。

「差別と貧困」を許さず、「ともに生きる」ことが
できる子育て・教育の社会的仕組みづくりを

めざします。

「IKUNO・多文化ふらっと」
への積極参加

大阪生野コリアタウン（御幸通商店街）の
事務局業務（委託）

フィールドワークなどの講師派遣

Summary
2019 年度のまとめ

「ともだち展」に DO-YA の小学生が出品した作品

収入の部

科目 金額

  事業収入

  学習支援事業 2,278,000

  体験活動事業 12,500

  まちづくり事業 720,000

  その他事業 584,322

  会費・寄付金等 1,141,687

  助成金 1,535,610

  前期繰越金 575,396

  収入合計 6,847,515 

支出の部

  事業支出

  学習支援事業 3,105,373

  体験活動事業 249,980

  海外研修事業 0

  まちづくり事業 1,206,168

  宣伝広報事業 29,762

  管理支出

  業務委託費 1,200,000

  賃借料 668,000

  その他 337,943

  支出合計 6,797,126

  当期収支 50,389

  次期繰越 50,389  

2019 年度決算報告
（自 2019 年 4 月 1 日～至 2020 年 3 月 31 日）

クロスベイス の活動にご賛同いただける団体・個人の方
は、正会員または賛助会員になれます。正会員の方は年
1 回開催される総会での議決権があります。

　正会員：年会費 1 口　１０, ０００円
賛助会員：年会費 1 口　　５，０００円

私たちは、差別と貧困をなくし、ともに生きる社会をめざします。
ぜひ活動へのご支援をお願いします。

支援の方法

自由な金額でのご寄付も受けつけています。ご寄付は、
子どもの学習支援事業や新規プロジェクトに使わせてい
ただきます。確認とお礼のため、お手数ですが、下記の
連絡先までお知らせいただければ幸いです。

会員制度 寄付

クロスベイス会員・寄付者の 2 つの特典

会員限定イベント
交流会や活動報告会などの限定イベントにご招待します。

活動レポート
年に 1 度発行するクロスベイス の活動レポートをお届け
します。

TEL/FAX : 06-6741-1123

e-mail : crossbase.info@gmail.com

お振込み先
りそな銀行　鶴橋支店　普通　０１４０４４７
口座名　　　特定非営利活動法人クロスベイス

郵便振替　　口座記号番号　００９９０- １- ３３３０２８

決算報告

社会福祉法人大阪府共同募金会による「2019 年度 子どもの貧困、虐待の防止、
虐待を受けた子どものケアに関する助成金事業」から、1,340,000 円の助成を受け、
事業を実施しました。



連絡先　　　　TEL ＆ FAX　06-6741-1123
e-mail　　　　crossbase.info@gmail.com
web サイト　   https://www.cross-base.org

代表理事あいさつ　　　
宋悟

名称　　　特定非営利活動法人クロスベイス（Cross Base）
クロスベイスの名前の意味
クロス（Cross）は「交差する」こと。ベイス（Base）は「土壌」のこと。さまざま
な境界線・領域が「交差する」ところにこそ、ともに生きる社会に向けた新しい価値
観や社会的仕組みを創造していく源泉があると考えます。そのためには環境や場など
の「土壌」を耕していくことが不可欠です。そうした想いを名前に込めました。

法人設立　2017 年 4 月 27 日
住所　　　〒 544-0034
　　　　　大阪市生野区桃谷 4 丁目 5 番 15 号　班家食工房２階

理事
宋　悟（代表理事）
榎井縁（大阪大学大学院人間科学研究科付属未来共創センター 特任教授）
今井貴代子（大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ 特任助教）
朴基浩（映像クリエイター）

監事
郭辰雄（NPO 法人コリア NGO センター代表理事）

アドバイザー
秋田光彦（浄土宗大蓮寺住職／パドマ幼稚園園長）

池田由紀（認定 NPO 法人 Teach For Japan）

李清一（大阪市生野区社会福祉協議会理事／在日韓国基督教会館名誉館長）

康　純（大阪医科大学神経精神医学教室准教授／精神科医）

金光敏（NPO 法人コリアＮＧＯセンター事務局長）

武田緑（教育コーディネーター / 人権教育・シティズンシップ教育ファシリテーター）

土肥いつき（全国在日外国人教育研究協議会事務局次長／京都府立高校教員）

弘本由香里（大阪ガスエネルギー・文化研究所特任研究員）

古川正博（全国人権教育研究協議会事務局次長／元大阪市立中学校教員）

受賞・認定実績
平成 29 年度大阪府商店街課題解決プラン事業　優秀賞
平成 30 年度生野区持続可能なまちづくり活動支援事業 認定事業
平成 31 年度生野区持続可能なまちづくり活動支援事業 認定事業
2018 ティグレ起業経営革新事業 上田卓三賞 優秀賞
2019 年度  社会福祉法人大阪府共同募金会
　　　　　子どもの貧困、虐待の防止、虐待を受けた子どものケアに
　　　　　関する助成金事業 

組織概要

クロスベイスは、2017 年 4 月に「差別と貧困をなくし、ともに生きる社会をつくる」というビジョンを掲げて発足しました。

発足からのこれまでの 3 年間は、次の 3 年間の事業展開に向けた礎石をつくりえた時期でした。今年度事業は学習支援活動

の参加者数の増大、体験活動（DO/CO）の工夫に基づく継続実施、まちづくり活動の新展開という点に特徴づけられます。

新型コロナウイルス禍の中でも、一時期を除いて学習サポート教室は、感染症対策に配慮しつつ、個別・分散開催で実施して

きました。「外に出るのは、クロスベイスにくるときだけや」「家にいるのは飽きた！ストレスたまる～」という子どもたちの

声に背中を押されました。厳しい家庭環境にある子どもたちを孤立させず、その学びと居場所を確保することが重要だと考え

ました。学校や公的施設などが動きにくいときこそ、たとえ小さな役割であってもその隙間を埋めていく「機動性」や「先駆

性」が NPO の存在価値だと再確認する機会でもありました。

クロスベイスにとって次の 3 年間は正念場となりそうです。何事もそうであるように、上に行くのも、下に行くのも「飛躍」

があるものです。次年度も引き続き、皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

発行　：特定非営利活動法人クロスベイス
発行月：2020 年 6 月
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小路教室（月曜日）
地下鉄小路駅より徒歩 5 分
 生野区小路 1 丁目 5-16　宅老所あおぞら 1 階

事務所／生野コリアタウン教室
 JR・近鉄・地下鉄鶴橋駅または JR 桃谷駅より徒歩 15 分
 大阪生野コリアタウン内




